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凶（けは）しく俄に一人の柩前に至つて長竿を以て予が足を
搠（さら）ふを見た。予驚いて立ち出づれば乃ち揚州人の彼等の爲に嚮導せるもので、予はその面を熟知せるもその姓名を忘却せる者であつた。予は之に向ひて憐みを乞ふたところ、彼は且つ金を索めた。献ずるに金を以てして始めて予を釋したのであつたが、尙便宜爾ぢの婦をも出せといつたが、その頭だちし者が出でて諸卒に語つて曰く姑く之を
舍（お）けと。ここに於て乎諸卒は散じ去つた。驚きの
喘（あへぎ）が未だ定まらない中に忽ち一紅衣の少年が長刄を操つて直に予が傍に抵り鋒を擧げて相ひ向ふた、献ずる
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